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論 文 内 容 の 要 旨 
 
【目的】血液疾患患者において，耐性菌による菌血症はしばしば致命的となるため，発熱性好中球減
少症に対する経験的治療での抗菌薬選択は重要である．今回，大阪府済生会中津病院血液内科で検出
された細菌の内訳や抗菌薬感受性を後方視的に評価した． 
【対象と方法】2008 年 1 月から 2010 年 12 月の間に提出された全培養検体を調査した．まず，血液
培養検体からの検出菌を他の培養検体からのものと比較した．次に，菌血症を引き起こす主要な細菌
の出現頻度と，菌血症が疑われた際に血液内科で頻用する Cefepime（CFPM），Meropenem（MEPM），
Tazobactam/Piperacillin（TAZ/PIPC），Levofloxacin（LVFX）に対するそれらの感受性を調査した． 
【結果】血液培養検体と他の培養検体いずれも，グラム陽性球菌の検出が最も多く，次いでグラム陰
性桿菌が多かった．黄色ブドウ球菌およびコアグラーゼ陰性ブドウ球菌に占めるメチシリン耐性株の
割合が血液内科で高かった（それぞれ p=0.0232 および p<0.0001）．基質特異性拡張型βラクタマー
ゼ産生グラム陰性桿菌（ESBL-GNR）と多剤耐性緑膿菌（MDRP）の出現頻度は少なく，診療科間の比較
は困難であった．一方，抗菌薬感受性解析では，連鎖球菌属の CFPM，MEPM，LVFX に対する耐性化率
が血液内科で高く（いずれも p<0.0001）,ブドウ糖非発酵グラム陰性桿菌の MEPM に対する耐性化率
も血液内科で高い傾向にあった（p=0.0531）．ESBL-GNRと MDRPの TAZ/PIPC に対する感受性が他の抗
菌薬と比べて高かった． 
【結論】本研究により，血液内科で頻用される抗菌薬に対する菌血症起因菌の耐性化動向が明確とな
った．この結果を踏まえた適切な抗菌薬の選択と耐性菌の水平伝播防止策により，今後のより安全な
感染症管理が期待される． 
 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
血液疾患患者において,細菌感染症はしばしば致命的となるため、発熱性好中球減少症に対する経
験的治療での抗菌薬選択は重要である。本研究は、血液内科病棟で検出された細菌の種類や抗菌薬感
受性を後方視的に評価した。 
2008 年 1 月から 2010 年 12 月の間に細菌検査室に提出された全培養検体を対象とし、血液培養検体
からの検出菌を他の培養検体からのものと比較した。次に、菌血症を引き起こす主要な細菌の出現頻
度と、菌血症 が疑われ た際に血 液内科で 頻用する Cefepime(CFPM),Meropenem(MEPM) 、
Tazobactam/Piperacillin(TAZ/PIPC)、Levofloxacin(LVFX)に対するそれらの感受性を調査した。 
その結果、血液培養検体と他の培養検体いずれも,グラム陽性球菌の検出が最も多く、次いでグラ
ム陰性桿菌が多かった。黄色ブドウ球菌およびコアグラーゼ陰性ブドウ球菌に占めるメチシリン耐性
株の割合が他診療科よりも血液内科で高かった(それぞれ p=0.0232および p<0.0001)。基質特異性拡
張型βラクタマーゼ産生グラム陰性桿菌(ESBL-GNR)と多剤耐性緑膿菌(MDRP)の出現頻度は少なく、診
療科間の差は認めなかった。 
一方、抗菌薬感受性解析では、連鎖球菌属の CFPM,MEPM,LVFX に対する耐性化率が血液内科で高く(い
ずれも p<0.0001)、ブドウ糖非発酵グラム陰性桿菌の MEPM に対する耐性化率も血液内科で高い傾向
にあった(p=0.0531)。ESBL-GNRと MDRPの TAZ/PIPCに対する感受性が他の抗菌薬と比べて高かった。 
以上の結果より、血液内科での検出菌および頻用される抗菌薬に対する菌血症起因菌の耐性化動向
が明確となった。 
本論文は,血液内科病棟における分離菌薬剤感受性化率(アンチバイオグラム)の作成とその結果を
踏まえた適切な抗菌薬の選択の重要性を示唆し、血液疾患治療に有用な臨床的知見をもたらすもので
ある。よって、本研究者は博士(医学)の学位を授与されるに値するものと判定された。 
